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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

１ 資料２  納期限延長における 
 リアルタイム口座対応について 

（委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
 提案どおり対応しないことについて特段懸念なし。 

提案どおり納期限延長におけるリアルタイム口座対応
については実施しないこととします。 

２ 資料３  通関士審査業務の新設について 

（委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
 現状の通関士による申告業務の実施には影響がなく、任意業務となること
から、特段の懸念はありません。 

業務フローにつきましては、ご意見の内容を踏まえ、
詳細化したものを今後ＷＧで提示させていただきます。 

（委員意見）（航空 通関・物流等WG委員） 
 新設の「通関士審査内容呼び出し」の結果、「審査ＯＫ」「審査ＮＧ」に 
分かれると思いますが、それぞれ審査結果を示すフラグは立つような仕様に
なっているのでしょうか。 
 ほとんどの通関業者がそうだと思いますが、時間帯に関係なく通関担当者
による書類作成（事項登録）→社内審査→申告という流れになっています。
審査でＮＧとなったものが情報訂正後再審査に回ることを考えると情報訂正 
の際にＮＧフラグを消す、もしくは再審査準備完了のようなフラグを持たせ 
ていただいたほうが各社の社内フローと一致させやすいのではないかと考え 
ます。 
 この件については詳細フローはさらに詰めていただくことを希望します。 

（委員意見）（海上 通関WG委員） 
Ａ．申告後／申告前のどちらにおいても訂正は通関業の営業所のコード（通
関士のコードではなく）での申告ができるようにして欲しい。 
 
Ｂ．貨物が蔵置されていなくてもＣＣＡが可能にして欲しい。逆に蔵置され
ていない状態でＣＣＡができないと意味が無い。 

Ａ．申告前の訂正については、営業所コードで可能で
す。ただし、訂正を行った場合で、通関士以外が申告
業務を行う場合は、通関士によるＣＣＡを実施する必
要があります。申告後の訂正についても同様です。 
 
Ｂ．貨物が蔵置されていない状態でもＣＣＡは可能と
します。 

３ 資料４  見本持出し関連業務の見直しに 
 ついて（管理資料）  意見無し 提案どおり実施する方向で進めさせていただきます。 

４ 資料5 

  
 現行プログラム変更要望の次期対応 
 について 
 
 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＩＤＡ 

（要望）（関係団体） 
 輸入承認証等における入力箇所が5つまでなので、10ぐらいに増やしてほし
い。 
 
＜理由＞ 
 暫8の番号等、1件で多くの入力を要することがあるので、現行の倍くらいは
あった方が便利である。 

「輸出入申告における入出力項目見直し 」において
検討することとしております。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－① 



2 

項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

５ 資料5 

  
 現行プログラム変更要望の次期対応 
 について 
 
 項番   ：9 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：管理資料 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード：－ 
 検討要否 ：× 
  

（要望内容） 
 リアルタイム口座帳票要否（ＵＲＫ）において、出力要と設定すると全ての荷主
の帳票が出力されてしまうため、荷主により出力要否が選択できる設定を設けてほ
しい。また、リアルタイム口座帳票を再出力（ＲＯＴ）の対象としてほしい。 
さらに出力先にＮＡＣＣＳ参加の荷主も追加してほしい。 
 
（意見）（関係団体） 
 現行プログラム変更要望の次期対応について、項番９のリアルタイム口座帳票要
否登録（ＵＲＫ）に関して出力設定に関する設定を新規機能として検討しない事と
なっていますが、通関業者が立替えをしている全ての荷主の帳票が必要無いのであ
れば問題がないが、一社でも帳票が必要になれば帳票要求せざる得ない。この場合
に、必要の無い荷主の帳票が出力されてします。（帳票ペーパーが無駄となりペー
パーレス化に反している。）荷主が必要としない帳票を出力しない方法を再度検討
していただきたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

６ 資料5 

 項番   ：49、68 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード： ＩＤＡ 
 検討要否 ： ○ 

（要望内容） 
 項番49：担保の適用日は、申告予定日としてほしい。 
 項番68：輸入申告事項登録について、包括保険登録番号は適用日に関わらず、 
     入力出来る様にして欲しい 
 
（意見）（関係団体） 
 項番４９担保の適用日、項番６８包括保険の適用日等適用日ならないと入力がで
きないものがある他に法改正で変更となるH.Sコード、税率等これらを適用日以前で
も入力できるように改善をお願いします。現在は適用日になるまではＩＤＡ業務で
確実な書類作成ができないため適用日当日の書類作成が輻輳する現象がある。又適
用日以前の場合は、輸入予備申告を実施することができない。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

7 資料5 

  
 項番   ：56 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：東京通関業会 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ： ▲ 

（要望内容） 
  入港日が必須項目となっているが、航空システムで可能となっているように、 
 ブランクにして申告できるようにしてほしい。 
  
 （検討状況） 
 ・仕様確認後に検討可否を決定する 
 ・Ｓｅａは、基本的にＩＤＡ時点で必須（郵便物除く）。 
  ただし、貨物情報からの補完は可能となっている。  
 ・具体的にどのような場合を想定しているか確認。 
 
 （意見）（関係団体） 
  輸入予備申告を行い審査終了になっていても、本船の入港が天候等の都合で 
 変更になった場合には都度、税関へ入港日の変更連絡を行い訂正業務(ＩＤＤ) 
 を実施します。その後、税関が再度審査終了を実施しています。                                      
  入港日の項目がなければこのような訂正業務は発生しないと思います。                                                                                                  
 入港日の項目が省略できないのであれば入力項目とはせず輸入本申告をすれ 
 ば入港日を自動的取り込むように改善できないか。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対応」
で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－② 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

8 資料5 

 項番   ：61、62 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＩＤＡ 
 検討要否 ： X 

（要望内容） 
 ＦＯＢ、Ｃ＆Ｉ、Ｃ＆Ｆ、ＣＩＦ以外はＮＡＣＣＳで自動計算されないため、その他の価格条
件（ＦＣＡ、ＣＰＴ、ＣＩＰ、ＥＸＷ、ＣＦＲ等）も自動計算出来る様にして欲しい。 
 
（意見）（関係団体） 
 検討しないとの回答ですが、インボイス通りに記載するのが本来姿だと思います。ＦＯＢ,ＣＩ
Ｆ,Ｃ＆Ｉ、Ｃ＆Ｆ,ＣＩＦ以外の建値も入力と自動計算を可能とするシステムの改善をお願い致し
ます。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

（要望）（関係団体） 
 Ｃ＆Ｆに関しては少数派、中国でも６割がＣＦＲ表記となっている。今後はＣ＆ＦはＣＦＲの
一本化で良いかと思われる。 

9 資料5 

 項番   ：88 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＭＯＡ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 ＭＯＡ業務の履歴が参照出来ないので､整理番号を入力するとＭＯＡ関連業務の履歴が見れるよ
うにしてほしい｡ 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定。海貨業からの要望であるが、ＷＧにて通関の意見を確認。 
 → 特段の意見もないことから検討しないこととする。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 他港や他業者が輸出申告して撤回や取止めしていた場合、同車両のＭＯＴＡＳが不突合になり、
輸出許可できないが、撤回や取止めしていた事実は荷主に調べてもらわないとわからない。ＭＯ
ＴＡＳ登録履歴があることをＭＯＡを送信した際に、エラー表示されるようにできないか？ 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

10 資料5 

 項番   ：89 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＭＯＡ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 ＭＯＡ業務に抹消上の整理番号･車体番号を入力する際､以前のＮＡＣＣＳと同様に､入力した順
番で登録できるようにしてほしい｡ 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定。海貨業からの要望であるが、ＷＧにて通関の意見を確認。 
 → 特段の意見もないことから検討しないこととする。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 １申告で複数の車両がある場合、インボイス記載の順番でＭＯＡ登録しているが許可書では整
理番号順に変っていて見づらい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

11 資料5 

 項番   ：91 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＭＯＡ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 入力後､出力コードＳＭＯＡに番号が入らないため､出力したものにＭＯＴＳの番号が記載され
たものが出力されるようにしてほしい｡ 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定。海貨業からの要望であるが、ＷＧにて通関の意見を確認。 
 → 特段の意見もないことから検討しないこととする。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 出力して紙面でチェックを基本としているため、ＭＯＡ画面を出力した場合、紙面にＭＯＴAＳ
番号があるとありがたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－③ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

12 資料５ 

 項番   ：103 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：海上ＷＧ委員 
 業務コード：ＩＩＥ 
 検討要否 ：△ 

（現状） 
 現行の「ＩＩＥ」画面においては社名及び住所が英文のみで表示される。英文表示の場合、
「社名」が同一である輸出入者が数多く存在しており、正しい輸出入者を特定するのに時間がか
かる。業会会員の中には、これまでに英文社名が同一であったために、誤って同名他社で申告し
てしまったケースがある。（「ＩＩＥ」の検索の際には住所での確認を行うものの、本社の住所
で登録されているケースがほとんどのため、工場や支店からの申告依頼の場合には表示されてい
る住所は参考にならず、社名での確認が中心となる。） 
（要望内容） 
 「ＩＩＥ」画面の社名及び住所の表示を英文と和文を併記して、正しい輸出入者名・住所を
Speedyに検索できるようにしてほしい。 
 
（検討状況） 
 輸出入者情報照会（ＩＩＥ）の和文表示については、対応方法を今後検討することとしたい。 
 
（委員意見）（海上 通関WG委員） 
 ＩＩＥの和文等のプロ変が難しいようであればＮＡＣＣＳ掲示板に掲載されている輸出入者
コードをＮＡＣＣＳ利用者の掲示板ではなく、通常の誰でも閲覧できるＮＡＣＣＳ掲示板で見る
ことができるようにして欲しい。通関ではない営業部門が見ることができるので通関に渡す情報
が営業で正確に取れ、正しい申告につながる。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 ＩＩＥの検索結果を輸出入者に伝えても、先方が自社のコードを把握していないことも多々あ
り、申告するまで確認作業に時間がかかってしまう。似たような英文の社名がが大量にある場合
もあり、検索結果に頼れないケースもあった。 
 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

13 資料５ 

 項番   ：29 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード：ＣＣＬ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 ①船積確認登録（ＣＣＬ）業務を実施する本船に係る輸出申告において、要船積確認の旨登録
されているデータが存在する場合は、船会社又は船舶代理店以外がＣＣＬ業務を登録できないよ
うにしてほしい。（ＣＣＬ業務は、一船ごとの登録であり、誤って他の業種で行われてしまうと、
多数の申告者に船積確認通知情報の出力不可の影響が及んでしまいます。） 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定（利用業種について制度面の確認） 
 →特段の意見もないことから検討しないこととする 
 
（委員意見）（海上 物流等WG委員） 
 船社又は船舶代理店以外の利用者のＣＣＬ業務を可能としたのは、ＣＣＬ業務が行われないこ
とへの救済策であり、コンテナ船のＣＣＬ業務は、ＣＹに代行入力するよう依頼されることが
多々ありました。ただし、ＣＹ等船社又は船舶代理店以外の利用者がＣＣＬ業務を行なった場合
は、施行令１５条一（船長又はこれに代わる者の受領証）でいう該当者でないので搭載確認印情
報を送付されません。その場合、当該業務はマニュアル対応となるため、ＣＹは、海貨業者及び
通関業者等から搭載確認印の入手の依頼を受け、Mate Receiptと輸出許可書のＣＯＰＹを持って
監視部門へ行き搭載確認を受けなければなりません。 
 以上のことから、項番２９の同様船社又は船舶代理店以外のＣＣＬ業務は認めないか、誰がＣ
ＣＬ業務を行ったとしても搭載確認情報を送付いただきたい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－④ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

14 資料５ 

 項番   ：35 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：ＣＹ 
 業務コード：ＣＹＡ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 複数コンテナを有する貨物情報について、一部のコンテナがＣＹ搬入確認登録（ＣＹ
A）により搬入処理された場合には、変更等の処理が出来なくなるため、輸入コンテナに
おいてＣＹA（搬入）のキャンセルが出来るようにしてほしい。 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定 
 →特段の意見もないことから検討しないこととする。 
 
（委員意見）（海上 物流等WG委員） 
 １Ｂ／Ｌ複数コンテナの場合で、特にＦＥＥＤＥＲの場合、同Ｂ／Ｌのコンテナの一部
がＦＥＥＤＥＲ先ＣＹに搬入後ＦＥＥＤＥＲ元ＣＹでコンテナにダメージ等が発見され、
Ｂ／Ｌ分割の為、ＦＥＥＤＥＲ元ＣＹへ貨物を戻したくともＣＹAができないので結果と
して、マニュアル移行しなければならなくなる。 
 恒常的に起こる事例ではないが、マニュアル移行した場合以降の業務に支障をきたす場
合がある（マニュアルでの輸入申告ができない）ので対応をご検討頂きたい。 

 
プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

15 資料５ 

 項番   ：36 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード：ＣＹＯ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 複数Ｂ／Ｌに係る貨物を内蔵したコンテナについて､うち1件のＢ／Ｌに係る貨物が検査
扱いで輸入未許可､残りは輸入許可済み貨物である場合､当該コンテナのＣＹＯ（Ｋ:搬出）
業務を実施した際には､エラーとならないようにしてほしい。 
 
（検討状況） 
 要望内容確認後検討可否決定 
 →特段の意見もないことから検討しないこととする 
 
（委員意見）（海上 物流等WG委員） 
 旧コンテナ扱いの基準が緩和されたことにより、ＣＹ通関する混載貨物が増加した為通
関したＢ／Ｌの一部が区分３となり、検査指定票での検査場行きとなるが、輸入許可貨物
と申告中の貨物が混載されているコンテナはＣＹＯができない。 
 この為、ＣＹＯの「Ｋ」入力を可能として搬出できるようして頂きたい。また、「Ｋ」
入力が不可能だと、マニュアルの検査指定票の持参が必要となるので効率が悪い。 

 
プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

16 資料５ 

 項番   ：39 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：事務所個別 
 業務コード：ＤＯＲ 
 検討要否 ：○ 

（要望内容） 
 「輸入許可情報」が許可後６日で削除され、その後のＤＯＲ業務がエラーとなるため、輸
入許可情報の保存期間の延長してほしい。 
 
（検討状況） 
 システム制限値（ＤＢ保存期間）と併せて検討する。 
 
（委員意見）（海上 物流等WG委員） 
 当該業務は、輸入許可コンテナに対してＣＹＯを行わない運用を取っている名古屋港だ
けの問題である。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－⑤ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

17 資料５ 

 項番   ：41 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＥＣＲ 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 ＥＣＲ業務で取得した情報を何度か訂正する場合､プリントアウトに出力順を示す情報がない
ため､最新情報が不明になることから､プリントアウトの際､出力日時を出力してほしい｡ 
 
（検討状況） 
 検討しない。印刷日時であれば出力可能。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 「印刷日時で出力可能」ということであれば、印刷日時を出力してほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

18 資料５ 

 項番   ：78 
 区分１  ：海上 
 区分   ：貨物 
 要望元  ：企画部個別 
 業務コード：複数 
 検討要否 ：× 

（要望内容） 
 「G01 輸入貨物搬出入データ」及び「G02 輸出貨物搬出入データ」の「搬入日」及び「搬
出日」の入力業務において、データ入力日以外の「過去日」又は「未来日」を入力した場合に
ワーニングを出力してほしい。 
 
（検討状況） 
 検討しない。 
 
（委員意見）（海上 物流等ＷＧ委員） 
 輸出許可済貨物の搬出確認登録の誤入力防止のための措置（入力日と異なった搬出日を入力す
る場合のワーニング設定）として検討項目に加えて欲しい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

19 資料５ 

 項番   ：148 
 区分１  ：海上 
 区分   ：ー 
 要望元  ：海上WG委員 
 業務コード：ＢＩＡ 
 検討要否 ：ー 

（現状） 
 在来船のマニフェスト登録について、１Ｂ／Ｌの貨物を陸揚げ後、直接複数の保税倉庫に搬入
する場合、マニフェストの分割が出来ない為、倉庫側でＢＩＡが出来ない。システム外搬入を行
おうとしても上流にデータが有り、エラーとなるため折角登録したマニフェストデータの削除を
求められる。又、マニフェストデータが有る状態で別の貨物番号でシステム外搬入を行った場合、
登録したマニフェストデータが宙に浮いてしまうため、結局削除を求められる。 
 
（要望内容） 
 このようなシチュエーションでマニフェストデータを削除せずに、ＢＩＡが行える仕組みを考
えて頂きたい。 
 
（検討状況） 
 対応不可。運用について税関に検討をお願いする。 
 
（委員意見）（海上 物流等WG委員） 
 Ｂ／Ｌの分割仕分けを行う為には、一旦搬入をあげなければならないところ在来船の場合は搬
入をあげる人が存在しないことが不具合の原因です。 
 ならば誰かが搬入確認と同様の業務（以下「疑似搬入」という。）を行うことが出来れば後続
で仕分けを行うことが出来るのですが、これを民間利用者ではなく税関に行って頂く仕様にする
のは如何でしょうか？ 
 本船入港後では、仕分け作業が間に合わないと思いますので、入港前であっても疑似搬入を行
えるようにして頂く必要が有ります。 
 あくまでも後続に繋げるためだけに仕分けを行うという作業ですので、 
わざわざこのためだけに願い書等を提出するということは必要とせず、利用者側の手間にならな
い程度、例えば口頭連絡のみで作業を行って頂けるようにして頂きたいと考えます。 
 ＷＧの資料では、「運用について税関に検討をお願いする。」ことになっておりますので、こ
のようなことをせずとも対応可能な方法を税関が考えて頂けるのであれば本件はご放念頂いて結
構です。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－⑥ 



7 

項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

20 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：神戸通関業会 
 業務コード：ＩＤＩ・ＩＥＳ 

（要望）（関係団体） 
 現行一つの申告官署毎に申告等一覧照会することになっているが、複数の官署をまとめて照会で
きるようにしてほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

21 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：神戸通関業会 
 業務コード：ＩＤＡ 

（要望）（関係団体） 
 ＢＰ扱いの輸入申告入力控えを審査する際に、担保番号の入力の有無を何らかの方法で審査でき
るようにしてほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

22 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：海上ＷＧ委員 
 業務コード：ＥＡＡ,ＥＡＣ 

（委員要望）（海上 通関WG委員） 
 許可後訂正の控で出力される項目が少ない。現在は記事欄に入れているので、出力される項目を
増やして欲しい。また、出港後の輸出許可後訂正でＨＹＳで現行対応している。受理確認情報が来
るが申請者名等が出るのみで中身が全くわからない。他の新しい業務でできないか？無理であれば
記事欄等を大きく取って頂いて内容を入力できないか？ 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

23 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：海上ＷＧ委員 
 業務コード：－ 

（委員要望）（海上 通関WG委員） 
 現行の少額申告ではＨＳ９桁入力ができるようになっているが、９桁入力しようとするとエラ－
となる。（４桁入力は可能）「申告官署の自由化」により、他税関にも申告が可能になると、少額
の場合がＨＳ入力が必須になる。また「ＩＶＡ」が利用されるようになることを考えると、ＨＳ９
桁を入力すれば（大額と同様に）少額の品名欄にタリフの品名が表示されるようにして欲しい。 
電子化になっても少額の品名入力だけが手入力として残ることになり事務の簡素化を阻害する。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

24 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：－ 

（要望）（関係団体） 
 申告（搬入時自動起動）に係る要望。エラーを通関業者に通知して欲しい。 
 
（現状） 
 輸出の搬入確認と、申告（搬入時自動起動）の荷姿が違うと申告がかからないままで放置される。 
通関業者の申告（搬入時自動起動）が先に登録されて、倉庫がその後に搬入確認を登録した場合に
発生する。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

25 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：日海貨 
 業務コード：ＭＯＡ  

（要望）（関係団体） 
 陸運局発行の輸出整理番号と車両特定番号を入力した際に、両方の情報が不一致の場合はエラ－
表示が出るようにしてほしい。 
 
＜理由＞ 
 現行では車両特定番号のタイプミスをした場合（例えば数字の0と英字のOの入力ミス）でも輸出
申告が出来てしまうが、税関の確認時までタイプミスをしたことがわからないため。税関と陸運局
の端末では入力情報が正しく反映されているのに、通関業者側は端末にて正しく入力されているか
どうかわからないというのはおかしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次
期対応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－⑦ 
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項番 議題 項目 意見・要望等 検討内容（回答） 

26 資料5 

 新規 
 区分１  ：航空・海上 
 区分   ：通関 
 要望元  ：神戸通関業会 
 業務コード：ＩＤＡ 
                     ＩＤＡ01 
        ＥＤＡ 
        ＥＤＡ01 

（要望）（関係団体） 
 繰り返し部に、選択繰り返し行の挿入できる機能を追加して欲しい。 
 
（現状） 
 繰り返し部が複数欄入力さている場合に訂正が発生し、その訂正が複数欄の途中の欄（繰り返し
行）を削除しなければならない場合には編集（E）⇒画面クリア（Ｄ）⇒選択繰り返行クリア
（Ｌ）という手順で現在は実施可能ですが、追加の欄（繰り返し行）が発生した場合で複数欄の途
中にその追加欄（繰り返し行）を挿入したい場合に実施可能な機能が存在しないため、現在は、例
えば既に１欄から１０欄まで入力されている途中の２欄目に追加欄（繰り返し行）を挿入しなけれ
ばならないことが発生した場合には、２欄目をクリアにしなければ追加欄（繰り返し行）のデー
ター入力ができないため、既に入力されている２欄目から１０欄目までのデーターを３欄目から１
１欄目までに入力し直す手間が発生する。この手間を省くことで訂正を素早く行うことができる。 
新たに選択繰り返し行の挿入という機能をもうけてこの機能を実施すれば選択した繰り返し行以降
のデーターがそれ以降の繰り返し行に移行され選択した繰り返し行がクリアになりデーター入力可
能な状態になるようにしてほしい。 

プログラム変更に関するご意見のため、 
資料８「現行プログラム変更要望の次期対
応」で説明させていただきます。 

１．第９回WGにおける意見等報告（海上）－⑧ 
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